
 

【目的】 

・次代を担う若手技術者の交流の場・産官（学）の横断的な繋がり強化 

・土木業界のイメージアップ 

・土木業界における将来的な優秀な人材の確保 

上記の目的を踏まえ、若手職員の意見を土木業界に反映させることが重要と考えることから若手

職員にターゲットを絞り、「土木業界新人座談会」を開催するもの。また、ターゲットが若手職員

であるため、大規模な土木現場を見学することで、土木技術者として刺激を受けてもらうことを

目的とした。。 

 

【見学会及び座談会の概要】 

●参加者：土木業界の若手職員 18 名 

（内訳：官公庁 6 名[大阪府 3 名・兵庫県 3 名]、兵庫県建設業協会会員 12 名） 

 ●開催日時：平成 30 年 5 月 18 日(金)13:00～ 

 ●場所：大阪府安威川ダム建設事務所、安威川ダム建設現場 

●行程： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

時  間 行    程 

１３：００ 

 

 

 

１４：００ 

 

 

１４：４０ 

 

 

１５：２０ 

 

１５：３０ 

 

 

 

 

 

 

１７：００ 

見学会開始 

・ 主催者挨拶（土木学会若手パワーアップ小委員会 片山委員

長）   

・ 5Ｆ情報交流センターにて概要説明、ビデオ視察など[30分] 

  ↓車にて移動 

安威川ダム資料館 到着 

・ ダム全景＋資料館 視察 [30分] 

  ↓車にて移動 

JV事務所前 到着 

・ ダム現場近景、左岸道路、視察[２0 分] 

  ↓車にて移動 

安威川ダム建設事務所 帰所 

 

ワークショップ形式討論会[90分] 

・４班に分かれ、テーマに沿って討論、発表、講評 

○討論テーマ 

①何故、土木業界を就職先として選んだのか？ 

②その上で今の土木業界はどう見えているのか？ 

③そこから、更に業界の魅力を高めるためには、それぞれの立場を

超えて何が必要なのか？ 

終了・解散 



【当日の状況写真】 

 

 

 

 

 

 

 

片山（次期）委員長挨拶 

ダム事業概要ビデオ視察 

模型による説明 

現場視察① 

現場視察② 

討論風景 

発表風景 集合写真 



 

【討論会での発表内容】 

 

■新人からの主な意見 

① 何故、土木業界を就職先として選んだのか？ 

・やりがいがある仕事だから 

・ものづくりや計画が楽しいから 

・作ったものが形に残るから 

 

② その上で今の土木業界はどう見えているのか？ 

・しんどい面があるが、やっている人はやりがいを感じている。 

・人手が足りない、若い人がいない、仕事の押し付け合いがひどい。 

  ・人手不足は逆にチャンス。若手が色々学べて、スキルアップできる。 

 

③ そこから、更に業界の魅力を高めるためには、それぞれの立場を超えて何が必要なの

か？」 

・若い人に（高校生など）魅力を伝える。 

・現場を見るだけでなく、体験してもらう機会を設ける。 

・現場を身近に感じる見学会の開催。 

・建設業は古いイメージがあるので、新しいことをやって、アピールすることが大事。 

・今は上司に掛け合っても相手にされないが、気持ちを持ち続けることが必要。 

 

【アンケート結果】 

 

【総 括】 

※当日感じたことや別添のアンケート結果をもとに、下記の通り総括する。 

・現場見学会での説明レベルが新人に対しては高く、新人の理解が難しい部分があった。

新人のレベルを考慮した説明を実施する必要があるのではないか。 

・ほとんどのメンバーが初めて会う人であったため、もう少し打ち解ける工夫があっても

良かったのではないか。 

・初めての取組みであったが、アンケート結果を見ても、7 割程度の方が見学会・討論会

ともに「役に立った」または「大いに役に立った」と回答。更に同様の研修に参加した

いかどうかの問いにも、7 割程度が「是非参加したい」や「条件が合えば参加したい」

との回答を頂いた。 

・これは、普段なかなか話すことの無い、他業種の人と話が出来たことや、同年代の横の

繋がりが出来たことによるものと考える。 

・そんな中、討論会のテーマについては、もう少し絞り込んでほしいや、現場見学と討論

会のテーマに関連性が無いことの指摘があった。 

・頂いたアンケート結果や現地で感じたことを参考に、今後のイベントに活かしていきた

い。 


